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   A five-year statistical observation was made on operations and patients examined and 
treated surgically at our Department. Methods and numbers of operations are shown and 
discussed briefly. 
   The total number of operations was 967, and the male/female ratio was 7.0 : 1. The most 
frequent operation was TUR-P (114, 11.8%) and the second was TUR-Bt (89, 2.2%). 
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1979年4月から1984年3月までの5年 間の,名鉄病
院泌尿器科における手術統計を報告する.
































































間 の手 術 件 数 は や や 頭 打 ち の 傾 向に あ る.
性比 は,男:846,女=121で,男 女 比 は7.031で
あ る.
麻酔 方 法 は,saddleblockを含 め た 腰 椎 麻 酔 が も
っ と も多 く430件と44.5%を占 め,全 身 麻 酔 が304件,
3L5%と これ に つ い だ.1981年4月 以 降 は,お もに










結 石=3,水 腎症=1,膿 腎症=1で あ る ・ 腎細 胞 癌
は 男 ・3(右=2,左=1),女=2(右:1,左:
1)で あ った.こ の5例 の うち,1例 は術 後9月 で癌
死,1例 は2年4月 後alivewithtumor,3例はnot
evidentdiseaseであ る(1984年3月末 現 在3年6月,
2年4月,2月 経 過)・ また,腎 孟 腫 瘍 の3例 はす べ
てnotevidentdisseaseであ る(2年,11月,1
月).な お,腎 孟 腫瘍 例 の うち に は,腎 結 石に て 腎部
分 切 除 術 を 予 定 して 手 術 を 施 行 した と ころ,腎 孟 内に
腫 を 発 見 して 腎 摘 出 術 に 変 更 した.15歳 男 子 の1例 が
あ る.
腎 結 石 に 対 し ては,腎 摘 出術:3,腎 切 石 術:10,
腎 孟 切 石 術:24を お こ な っ た.腎 摘 出術 施 行 例 は,男
:1(右=1),女;2(右 ・1,左=1),腎 切石 術
は 男9(右 ・6,左=3),女=1(左:1),腎 孟
切 石術 は 男=19(右r9,左:10),女15(右:3,
左=2)で あ る,






















































Table3,腎,尿 管 の手 術
手 術
性 別 男 女














































伊藤 ・岡村:臨 床統計 ・手術
腎孟形 成 術 は12例に 施 行 した.術 式 は す べ てAn-
derson-Hynesに準 じたdismemberedpyeloplasty
であ る.1例 の下 大 静 脈 後 尿 管 例(男,42歳)を 除 く
と,全 例 が腎 孟 尿 管 移 行 部 狭 窄 症 例 で あ る.男 子9例
はす ぺ て 左側 で,9歳 以 下 の 小 児 例 が5で あ る.女 子
2例は,と もに 右 側 で あ った.
尿管 切石 術 を60例に 施 行 した 。 男=43(右;19,左
;24),女:17(右 ・7.左=10)で あ った.1例 に
Gil-Vernet法を お こな った.
尿 管膀 胱 新 吻 合 術 は14例に 施 行 した.2例 の尿 管 狭
窄,1例 の尿 管 膣 痩 を 除 く と,す べ てVURの 症 例
で ある.VUR例 は,男:6(両 側:4,右:2),
女:5(両 側=2,右 ・1,左:2)で あ り,男 は9
歳 以下'4,10歳 代:2で あ るのに 対 し,女 は20歳代
=3,50歳代32で あ った,術 式 は,当 初P。litano-
Leadbetterに準 じてお こ な っ て いた が,1982年7月
か らは 両 側 性 の 症例 にKondo,Otaniら のcross-
over法を用 い て,良 好 な結 果 を 得 てい る.
膀胱の手術(Table4)
1423
膀 胱 腫 瘍 の患 者 は,男163,女124の87名 で,こ れ
らに 対 し,経 尿 道 的 生 検 を除 い て168回 の 手術 を お こ
な った.こ れ らの 多 くはTUR,TUEの 経 尿道 的手
術 であ る.部 分 切除 術 は10例(男:8,女:2)に,
膀 胱 全 摘 術 は14例(男10,女14)に お こな った.
87例の うち,死 亡例 は12(男:6,女 ・6)で,う ち
9例 は 根 治 手 術 不 能例 の癌 死 であ る.全 摘 術後 の死 亡
例 は3で あ り,う ち1例 は急 性 腎 不 全 に て 術 後10日で
死 亡,ま た2例 が お の お の術 後2年6月,4月 で癌 死
して い る.病 理 組 織 学 的に は,83例 が移 行 上皮 癌 お よ
び 乳 頭 腫 で あ り,い っぽ う尿 膜 管 由 来 と考 え られ る腺
癌 が3例(男:2,と もに 全 摘 術 施 行,女lI,部 分
切 除術 施 行),ま たmalignantmixed・nesodermal
tumor(男,全摘 術 施 行)が1例 あ った.こ れ ら4例
は,い ず れ も1984年3月末 現 在notevidentdisease
で あ る.
膀 胱 結 石に 対 しては,36人 に38回 の手 術 を 施 行 し
た.術 式 は,高 位 切 開:5,経 尿道 的 砕 石 術:33で あ







膀 胱部 分切 除 術
膀 胱全 摘 術
formalin固定 術





































































































Table6。尿 道,陰 茎,陰 嚢 内容 の手 術















































































した,前 立腺癌症例は,先 の1例 を含めて28例であ




尿 道 形 成 術 は5例 に 施 行,こ の うち4例 はKissing
Bougies法,1例に端 々吻 合 を お こな った.
尿 道 カル ン クル スに は6例 に 切 除 術 を施 行,う ち2
例 にYAGレ ーザ ーを用 いた.
陰 茎 切 断 術 は,陰 茎癌 の4例 に 施 行 した.う ち3例
はpartialamputationであ り,1例 は外 陰 部 全摘 に
近 い 手 術 とな った.前 者 の1例 が術 後6月 で癌 死 して
い るが,他 の3例 はnotevidentdiseaseであ る
(2年,1年lI月,1年11月).こ の4例 以 外 に,
peplomycinとradiationのみ で 現在notevident
diseaseの1例が あ る.
睾 丸 固定 術 は58例に 施 行,う ち 停 留 睾 丸 に 対 してお
こな った の が54例で,右:20,左:24,両 側=10であ
った.精 索 軸 捻 転 に 対 し ては3例 に お こ な った が,い
ず れ も左 側 で あ った.
陰 嚢 水 腫 に は,Winkelmann法を施 行 した もの,
Bergmann法を 施 行 した もの が あ り一 定 しな い が,
右=13,左:14,両 側=5で あ った.
去 勢 術 お よび 除睾 術 は,あ わせ て39例に 施 行 した.
わ れ わ れ は,前 立腺 癌 症 例 に 対 して 全例 に 去 勢 術 を お
こな って い るが,観 察 期 間 中 の芸 勢 術 施 行 例 は22であ
った.1側 の 除 睾 術 は,睾 丸 腫瘍=6(悪 性 リ ンパ腫
で,後 日対 側 に も 除 睾 を お こな った1例 を 含 む),精
索 軸 捻 転:4,副 睾 丸 炎:4な どに 施 行 し,結 核 症 例
は なか った,な お,睾 丸 腫 瘍 症 例 は,悪 性 リンパ腫 例














































































































部位 腎 腎 膀 前 前 陰 畢 腎 腎 膀
























































































後腹膜 腫瘍摘 出術 を3回 施 行した.Malignant
Schwannoma1例と同一症例の再発に対し,ま た尿
路上皮癌の広範な後腹膜浸潤に対して施行した.
尿 路 変 向手 術
尿 路 変 向 術 は,33例に お こ な った.腎 痕:4,尿 管
痩=17,回 腸 導 管:ll,膀 胱 壌=1で あ る.膀 胱 全 摘
症 例 に つ い て は,尿 管 僕:3,回 腸 導管:11で あ っ
た.基 礎 疾患 はす べ て悪 性 腫 瘍 で,尿 管 腫 蕩;1,膀
胱 腫 瘍:20,前 立 腺 癌:3,陰 茎 癌:1,子 宮 癌:8
であ る.従 来emergencyoperatiQnとしては,尿 管
緩 術 を 施 行す る こ とが 多 か った が,今 後 は経 皮 的 腎 痩
















すぺて55歳以上であ り,これ も70～フ4歳に もっとも多
かった.病 理組織学的に前立腺肥大症と診断されたも
っとも若い症例は46歳であった.睾 丸腫瘍は,30歳代
:3,50歳代:2で あったが1後 者の1例 は,比較的
高齢者に多いとされる悪性 リソパ腫症例であった.
結 語
1979年4月か ら1984年3月ま で に,名 鉄 病 院 泌尿 器
科 に て施 行 され た 手 術 に 関 して 統 計 的 観 察 を お こな っ
た.
1.こ の間 の手 術 総 数 は967,各年 度 と も約200件で,
年 度 間 に 大 きな 差 は み られ な か っ た.
2.男 女 比 は,男:846(87.5%),女:121(12.5
%)で あ った.
3.部 位 別 に み る と,腎:67(6.9%),尿 管:94
(9.7%),膀胱:232(24.0%),前立 腺3239(24.7
%),尿 道,陰 茎,陰 嚢 内容;304(31・4%),その 他:
31(3.2%)であ った,
4,も っ と も 多 くお こな われ た 手 術 はTUR-Pの
114(ll.8%)であ り,つ い でTUR-Bt:88(9.2%o).
尿 管 切石 術:60(6.2%),睾 丸 固 定 術:58(6.0%)
で あ った.
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